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「
強
い
勢
力
を
保
ち
台
風
15
号
が

や
っ
て
来
ま
す
」、ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。そ
れ

は
、9
月
9
日
に
上
陸
し
、千
葉
県

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
出
し

た
。月
曜
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
首
都

圏
で
は
、通
勤
通
学
時
に
大
き
な

混
乱
が
生
じ
た
の
で
、当
日
の
こ
と

を
ご
記
憶
の
読
者
も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
。こ
こ
神
奈
川
4
区（
横
浜
市

栄
区・鎌
倉
市・逗
子
市・葉
山
町
）

も
被
害
に
遭
い
、特
に
鎌
倉
は
倒

木
と
土
砂
に
よ
る
道
路
の
寸
断
が

起
き
、停
電
と
孤
立
地
域
が
生
じ

た
。翌
10
日
に
は
自
衛
隊
の
先
遣

隊
を
派
遣
し
、現
場
の
被
害
状
況

の
確
認
、そ
し
て
11
日
に
は
本
隊

が
到
着
し
、倒
木
除
去
、道
路
啓
開

を
実
施
す
る
計
画
だ
っ
た
。こ
の

時
、山
本
は
自
民
党
の
国
防
部
会

長
と
し
て
与
党
の
安
全
保
障
政
策

の
責
任
者
を
務
め
て
お
り
、自
身

の
選
挙
区
内
の
こ
と
で
も
あ
り
、い

ち
早
い
情
報
の
提
供
も
被
災
者
に

は
心
の
支
え
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
、自
身
の
S
N
S
上
で
情
報
発

信
を
行
っ
た
。一
報
目
は「
停
電
の
続

い
て
い
る
鎌
倉
市
で
は
台
風
に
よ

る
倒
木
と
土
砂
の
影
響
で
停
電
の

復
旧
作
業
が
行
え
な
い
状
況
で
、

陸
自
第
31
普
通
科
連
隊（
武
山
）及

び
第
4
施
設
群（
座
間
）の
隊
員
4

名
、車
両
2
両
を
派
遣
し
、現
場
の

状
況
を
確
認
。明
日
、倒
木
と
土

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
開
始
す
る

予
定
」と
。二
報
目
は「
明
日
、5
時

代
よ
り
ヘ
リ
映
伝
を
用
い
て
、本

日
、地
上
か
ら
は
立
ち
入
り
不
能

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
状

況
把
握
予
定
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

7
時
30
分
頃
よ
り
陸
自
第
31
普
通

科
連
隊（
武
山
）、第
4
施
設
群（
座

間
）の
計
約
1
0
0
名
に
て
作
業

開
始
予
定
」と
。こ
の
発
信
を
見
た

市
内
の
方
々
が
、「
自
衛
隊
が
助
け

に
来
て
く
れ
る
と
早
期
に
分
か
り

と
て
も
安
心
し
た
」と
、後
に
山
本

に
声
を
掛
け
て
頂
い
た
。因
み
に
、

過
去
遡
れ
る
昭
和
47
年
度
ま
で
記

録
を
確
認
し
た
が
、鎌
倉
市
に
自

衛
隊
を
投
入
し
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
、防

衛
副
大
臣
と
し
て
災
害
派
遣
の

指
揮
を
執
っ
た
経
験
か
ら
現
場

の
声
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
対
応

す
る
の
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

た
山
本
は
、鎌
倉
の
こ
と
だ
か
ら

自
身
が
先
頭
に
立
た
ね
ば
と
思

い
、S
N
S
上
に
下
記
の
情
報
を

発
信
し
た「
鎌
倉
市
で
の
災
害
派

遣
に
つ
い
て
。現
在
、二
階
堂
地

域
で
部
隊
が
展
開
中
。基
本
、自

治
体（
鎌
倉
市
）か
ら
ニ
ー
ズ
を

聞
い
て
動
き
ま
す
。現
在
、市
か

ら
は
二
階
堂
だ
け
の
ニ
ー
ズ
で

す
。私
が
仮
想
L
O（
連
絡
員
）

と
な
り
ま
す
の
で
、支
援
が
必
要

な
場
所
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ

い
。但
し
、民
間
組
織
が
対
応
可

能
な
も
の
は
、そ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」、と
。
直
ぐ
に
複
数

の
方
か
ら
S
O
S
の
連
絡
が
あ

り
、そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
防

衛
省
に
伝
え
、防
衛
省
は
県
や
市

と
相
談
し
対
処
す
る
。こ
の
繰
り

返
し
が
続
い
て
い
た
最
中
、今
度

は
千
葉
県
の
方
々
か
ら
も
多
数

の
S
O
S
が
来
た
。そ
れ
ら
も
全

て
山
本
が
一
人
で
対
応
し
続
け

た
。そ
の
よ
う
な
時
に
、内
閣
改

造
で
13
日
に
再
び
防
衛
副
大
臣

に
認
証
さ
れ
、更
に
加
速
度
的
に

千
葉
県
の
被
災
者
か
ら
の

S
O
S
の
連
絡
が
増
え
て
い
っ

た
。S
N
S
な
の
で
外
部
の
人
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。あ
る
時
、

防
衛
省
を
担
当
し
て
い
る
記
者

が
山
本
に「
凄
い
で
す
け
ど
、流

石
に
一
人
で
捌
け
な
い
で
し
ょ
？

ス
タ
ッ
フ
に
担
当
さ
せ
た
ら
ど

う
で
す
か
？
」と
言
っ
て
き
た
ほ

ど
の
圧
倒
的
な
量
で
あ
っ
た
。た

だ
山
本
は
、自
身
の
事
務
処
理

能
力
が
ど
こ
ま
で
追
い
つ
く
の

か
不
安
も
感
じ
て
い
た
が
、自
分

の
判
断
で
勝
手
に
始
め
た
こ
と

を
ス
タ
ッ
フ
に
押
し
付
け
る
こ
と

は
出
来
な
い
、と
最
後
ま
で
一
人

で
や
り
切
っ
た
。

今
、求
め
ら
れ
る

防
衛
問
題
へ
の
政
策
通

周
り
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

相次ぐ台風被害に
山本発想の

災害派遣の新戦略

け
い

さ
か
の
ぼ

か
い

さ
ば

S
N
S
の
活
用
に
よ
る
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
■米国ジョージタウン大学 客員研究員、
　その後、会社員を経て
■平成17年 衆院選 初当選
■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
■平成27年 オリンピック・パラリンピック大臣政務官 就任
■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成30年 自民党 国防部会長 就任
■令和元年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任

経歴

ぽれぽれ通信って何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。

令和元年（2020年） 1月6日発行 第50号
【編集・発行】 山本ともひろ後援会ぽれぽれ通信制作委員会 鎌倉市大船1-6-6 3F TEL 0467-39-6933 FAX 0467-39-6943
※本誌は、隔月（1、3、5、7、9、11月）発行の機関誌です。バックナンバーについては上記事務所までご連絡ください。またHPにも掲載しております
　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 11年）
昭和50年(1975年)生まれ
44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市
・葉山町）

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
TEL:0467-39-6933 FAX:0467-39-6943

本部事務所

東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
TEL:03-3508-7193 FAX:03-3508-3623

国会事務所

国会や防衛省を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく、楽しかった！」と大人気の見学ツアー
は無料で行っています。詳細は下記の事務所まで、お気軽にお電話ください。

国会・防衛省見学案内実施中！
分かりやすいと大人気！
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台
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で
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定
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が
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「
強
い
勢
力
を
保
ち
台
風
15
号
が

や
っ
て
来
ま
す
」、ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。そ
れ

は
、9
月
9
日
に
上
陸
し
、千
葉
県

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
出
し

た
。月
曜
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
首
都

圏
で
は
、通
勤
通
学
時
に
大
き
な

混
乱
が
生
じ
た
の
で
、当
日
の
こ
と

を
ご
記
憶
の
読
者
も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
。こ
こ
神
奈
川
4
区（
横
浜
市

栄
区・鎌
倉
市・逗
子
市・葉
山
町
）

も
被
害
に
遭
い
、特
に
鎌
倉
は
倒

木
と
土
砂
に
よ
る
道
路
の
寸
断
が

起
き
、停
電
と
孤
立
地
域
が
生
じ

た
。翌
10
日
に
は
自
衛
隊
の
先
遣

隊
を
派
遣
し
、現
場
の
被
害
状
況

の
確
認
、そ
し
て
11
日
に
は
本
隊

が
到
着
し
、倒
木
除
去
、道
路
啓
開

を
実
施
す
る
計
画
だ
っ
た
。こ
の

時
、山
本
は
自
民
党
の
国
防
部
会

長
と
し
て
与
党
の
安
全
保
障
政
策

の
責
任
者
を
務
め
て
お
り
、自
身

の
選
挙
区
内
の
こ
と
で
も
あ
り
、い

ち
早
い
情
報
の
提
供
も
被
災
者
に

は
心
の
支
え
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
、自
身
の
S
N
S
上
で
情
報
発

信
を
行
っ
た
。一
報
目
は「
停
電
の
続

い
て
い
る
鎌
倉
市
で
は
台
風
に
よ

る
倒
木
と
土
砂
の
影
響
で
停
電
の

復
旧
作
業
が
行
え
な
い
状
況
で
、

陸
自
第
31
普
通
科
連
隊（
武
山
）及

び
第
4
施
設
群（
座
間
）の
隊
員
4

名
、車
両
2
両
を
派
遣
し
、現
場
の

状
況
を
確
認
。明
日
、倒
木
と
土

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
開
始
す
る

予
定
」と
。二
報
目
は「
明
日
、5
時

代
よ
り
ヘ
リ
映
伝
を
用
い
て
、本

日
、地
上
か
ら
は
立
ち
入
り
不
能

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
状

況
把
握
予
定
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

7
時
30
分
頃
よ
り
陸
自
第
31
普
通

科
連
隊（
武
山
）、第
4
施
設
群（
座

間
）の
計
約
1
0
0
名
に
て
作
業

開
始
予
定
」と
。こ
の
発
信
を
見
た

市
内
の
方
々
が
、「
自
衛
隊
が
助
け

に
来
て
く
れ
る
と
早
期
に
分
か
り

と
て
も
安
心
し
た
」と
、後
に
山
本

に
声
を
掛
け
て
頂
い
た
。因
み
に
、

過
去
遡
れ
る
昭
和
47
年
度
ま
で
記

録
を
確
認
し
た
が
、鎌
倉
市
に
自

衛
隊
を
投
入
し
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
、防

衛
副
大
臣
と
し
て
災
害
派
遣
の

指
揮
を
執
っ
た
経
験
か
ら
現
場

の
声
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
対
応

す
る
の
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

た
山
本
は
、鎌
倉
の
こ
と
だ
か
ら

自
身
が
先
頭
に
立
た
ね
ば
と
思

い
、S
N
S
上
に
下
記
の
情
報
を

発
信
し
た「
鎌
倉
市
で
の
災
害
派

遣
に
つ
い
て
。現
在
、二
階
堂
地

域
で
部
隊
が
展
開
中
。基
本
、自

治
体（
鎌
倉
市
）か
ら
ニ
ー
ズ
を

聞
い
て
動
き
ま
す
。現
在
、市
か

ら
は
二
階
堂
だ
け
の
ニ
ー
ズ
で

す
。私
が
仮
想
L
O（
連
絡
員
）

と
な
り
ま
す
の
で
、支
援
が
必
要

な
場
所
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ

い
。但
し
、民
間
組
織
が
対
応
可

能
な
も
の
は
、そ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」、と
。
直
ぐ
に
複
数

の
方
か
ら
S
O
S
の
連
絡
が
あ

り
、そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
防

衛
省
に
伝
え
、防
衛
省
は
県
や
市

と
相
談
し
対
処
す
る
。こ
の
繰
り

返
し
が
続
い
て
い
た
最
中
、今
度

は
千
葉
県
の
方
々
か
ら
も
多
数

の
S
O
S
が
来
た
。そ
れ
ら
も
全

て
山
本
が
一
人
で
対
応
し
続
け

た
。そ
の
よ
う
な
時
に
、内
閣
改

造
で
13
日
に
再
び
防
衛
副
大
臣

に
認
証
さ
れ
、更
に
加
速
度
的
に

千
葉
県
の
被
災
者
か
ら
の

S
O
S
の
連
絡
が
増
え
て
い
っ

た
。S
N
S
な
の
で
外
部
の
人
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。あ
る
時
、

防
衛
省
を
担
当
し
て
い
る
記
者

が
山
本
に「
凄
い
で
す
け
ど
、流

石
に
一
人
で
捌
け
な
い
で
し
ょ
？

ス
タ
ッ
フ
に
担
当
さ
せ
た
ら
ど

う
で
す
か
？
」と
言
っ
て
き
た
ほ

ど
の
圧
倒
的
な
量
で
あ
っ
た
。た

だ
山
本
は
、自
身
の
事
務
処
理

能
力
が
ど
こ
ま
で
追
い
つ
く
の

か
不
安
も
感
じ
て
い
た
が
、自
分

の
判
断
で
勝
手
に
始
め
た
こ
と

を
ス
タ
ッ
フ
に
押
し
付
け
る
こ
と

は
出
来
な
い
、と
最
後
ま
で
一
人

で
や
り
切
っ
た
。

今
、求
め
ら
れ
る

防
衛
問
題
へ
の
政
策
通

周
り
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

相次ぐ台風被害に
山本発想の

災害派遣の新戦略

け
い

さ
か
の
ぼ

か
い

さ
ば

S
N
S
の
活
用
に
よ
る
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
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台
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来
ま
す
」、ニ
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ー
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な
ど
で

警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。そ
れ

は
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月
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を
中
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被
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を
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し

た
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た
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と
も
あ
り
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都

圏
で
は
、通
勤
通
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時
に
大
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な

混
乱
が
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た
の
で
、当
日
の
こ
と

を
ご
記
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の
読
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も
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こ
と
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ろ
う
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こ
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4
区（
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浜
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倉
市・逗
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市・葉
山
町
）
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被
害
に
遭
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は
倒
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と
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砂
に
よ
る
道
路
の
寸
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が

起
き
、停
電
と
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立
地
域
が
生
じ

た
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10
日
に
は
自
衛
隊
の
先
遣

隊
を
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遣
し
、現
場
の
被
害
状
況

の
確
認
、そ
し
て
11
日
に
は
本
隊

が
到
着
し
、倒
木
除
去
、道
路
啓
開

を
実
施
す
る
計
画
だ
っ
た
。こ
の

時
、山
本
は
自
民
党
の
国
防
部
会

長
と
し
て
与
党
の
安
全
保
障
政
策

の
責
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者
を
務
め
て
お
り
、自
身

の
選
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区
内
の
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と
で
も
あ
り
、い

ち
早
い
情
報
の
提
供
も
被
災
者
に

は
心
の
支
え
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
、自
身
の
S
N
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上
で
情
報
発

信
を
行
っ
た
。一
報
目
は「
停
電
の
続

い
て
い
る
鎌
倉
市
で
は
台
風
に
よ

る
倒
木
と
土
砂
の
影
響
で
停
電
の

復
旧
作
業
が
行
え
な
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状
況
で
、
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自
第
31
普
通
科
連
隊（
武
山
）及

び
第
4
施
設
群（
座
間
）の
隊
員
4

名
、車
両
2
両
を
派
遣
し
、現
場
の

状
況
を
確
認
。明
日
、倒
木
と
土

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
開
始
す
る

予
定
」と
。二
報
目
は「
明
日
、5
時

代
よ
り
ヘ
リ
映
伝
を
用
い
て
、本

日
、地
上
か
ら
は
立
ち
入
り
不
能

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
状

況
把
握
予
定
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

7
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30
分
頃
よ
り
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自
第
31
普
通

科
連
隊（
武
山
）、第
4
施
設
群（
座

間
）の
計
約
1
0
0
名
に
て
作
業

開
始
予
定
」と
。こ
の
発
信
を
見
た

市
内
の
方
々
が
、「
自
衛
隊
が
助
け

に
来
て
く
れ
る
と
早
期
に
分
か
り

と
て
も
安
心
し
た
」と
、後
に
山
本

に
声
を
掛
け
て
頂
い
た
。因
み
に
、

過
去
遡
れ
る
昭
和
47
年
度
ま
で
記

録
を
確
認
し
た
が
、鎌
倉
市
に
自

衛
隊
を
投
入
し
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
、防

衛
副
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と
し
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災
害
派
遣
の

指
揮
を
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っ
た
経
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ら
現
場

の
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を
早
く
キ
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し
て
対
応

す
る
の
が
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切
だ
と
感
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て
い

た
山
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は
、鎌
倉
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こ
と
だ
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ら

自
身
が
先
頭
に
立
た
ね
ば
と
思

い
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上
に
下
記
の
情
報
を

発
信
し
た「
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倉
市
で
の
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害
派

遣
に
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て
。現
在
、二
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堂
地
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で
部
隊
が
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中
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、自

治
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聞
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動
き
ま
す
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在
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か

ら
は
二
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堂
だ
け
の
ニ
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ズ
で

す
。私
が
仮
想
L
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連
絡
員
）

と
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り
ま
す
の
で
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援
が
必
要

な
場
所
が
あ
れ
ば
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連
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下
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し
、民
間
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織
が
対
応
可

能
な
も
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は
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の
限
り
で
は
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ま
せ
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」、と
。
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複
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の
方
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ら
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絡
が
あ

り
、そ
れ
ら
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つ
を
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に
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え
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は
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や
市

と
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し
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る
。こ
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し
が
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は
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の
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S
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し
続
け
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よ
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に
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で
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に
再
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認
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れ
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加
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か
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で
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も
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で
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、
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ど
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に
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の
事
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処
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ま
で
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の
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が
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で
勝
手
に
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た
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と

を
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に
押
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る
こ
と

は
出
来
な
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、と
最
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ま
で
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で
や
り
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■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成30年 自民党 国防部会長 就任
■令和元年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任

経歴

ぽれぽれ通信って何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。

令和元年（2020年） 1月6日発行 第50号
【編集・発行】 山本ともひろ後援会ぽれぽれ通信制作委員会 鎌倉市大船1-6-6 3F TEL 0467-39-6933 FAX 0467-39-6943
※本誌は、隔月（1、3、5、7、9、11月）発行の機関誌です。バックナンバーについては上記事務所までご連絡ください。またHPにも掲載しております
　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 11年）
昭和50年(1975年)生まれ
44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市
・葉山町）

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
TEL:0467-39-6933 FAX:0467-39-6943

本部事務所

東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
TEL:03-3508-7193 FAX:03-3508-3623

国会事務所

国会や防衛省を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく、楽しかった！」と大人気の見学ツアー
は無料で行っています。詳細は下記の事務所まで、お気軽にお電話ください。

国会・防衛省見学案内実施中！
分かりやすいと大人気！

ぽれぽれ通信vol.50_表面　12月19日（木）入稿天

地 H１H4



山本ともひろ 活動レポート

2 1

「
強
い
勢
力
を
保
ち
台
風
15
号
が

や
っ
て
来
ま
す
」、ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。そ
れ

は
、9
月
9
日
に
上
陸
し
、千
葉
県

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
出
し

た
。月
曜
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
首
都

圏
で
は
、通
勤
通
学
時
に
大
き
な

混
乱
が
生
じ
た
の
で
、当
日
の
こ
と

を
ご
記
憶
の
読
者
も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
。こ
こ
神
奈
川
4
区（
横
浜
市

栄
区・鎌
倉
市・逗
子
市・葉
山
町
）

も
被
害
に
遭
い
、特
に
鎌
倉
は
倒

木
と
土
砂
に
よ
る
道
路
の
寸
断
が

起
き
、停
電
と
孤
立
地
域
が
生
じ

た
。翌
10
日
に
は
自
衛
隊
の
先
遣

隊
を
派
遣
し
、現
場
の
被
害
状
況

の
確
認
、そ
し
て
11
日
に
は
本
隊

が
到
着
し
、倒
木
除
去
、道
路
啓
開

を
実
施
す
る
計
画
だ
っ
た
。こ
の

時
、山
本
は
自
民
党
の
国
防
部
会

長
と
し
て
与
党
の
安
全
保
障
政
策

の
責
任
者
を
務
め
て
お
り
、自
身

の
選
挙
区
内
の
こ
と
で
も
あ
り
、い

ち
早
い
情
報
の
提
供
も
被
災
者
に

は
心
の
支
え
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
、自
身
の
S
N
S
上
で
情
報
発

信
を
行
っ
た
。一
報
目
は「
停
電
の
続

い
て
い
る
鎌
倉
市
で
は
台
風
に
よ

る
倒
木
と
土
砂
の
影
響
で
停
電
の

復
旧
作
業
が
行
え
な
い
状
況
で
、

陸
自
第
31
普
通
科
連
隊（
武
山
）及

び
第
4
施
設
群（
座
間
）の
隊
員
4

名
、車
両
2
両
を
派
遣
し
、現
場
の

状
況
を
確
認
。明
日
、倒
木
と
土

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
開
始
す
る

予
定
」と
。二
報
目
は「
明
日
、5
時

代
よ
り
ヘ
リ
映
伝
を
用
い
て
、本

日
、地
上
か
ら
は
立
ち
入
り
不
能

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
状

況
把
握
予
定
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

7
時
30
分
頃
よ
り
陸
自
第
31
普
通

科
連
隊（
武
山
）、第
4
施
設
群（
座

間
）の
計
約
1
0
0
名
に
て
作
業

開
始
予
定
」と
。こ
の
発
信
を
見
た

市
内
の
方
々
が
、「
自
衛
隊
が
助
け

に
来
て
く
れ
る
と
早
期
に
分
か
り

と
て
も
安
心
し
た
」と
、後
に
山
本

に
声
を
掛
け
て
頂
い
た
。因
み
に
、

過
去
遡
れ
る
昭
和
47
年
度
ま
で
記

録
を
確
認
し
た
が
、鎌
倉
市
に
自

衛
隊
を
投
入
し
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
、防

衛
副
大
臣
と
し
て
災
害
派
遣
の

指
揮
を
執
っ
た
経
験
か
ら
現
場

の
声
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
対
応

す
る
の
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

た
山
本
は
、鎌
倉
の
こ
と
だ
か
ら

自
身
が
先
頭
に
立
た
ね
ば
と
思

い
、S
N
S
上
に
下
記
の
情
報
を

発
信
し
た「
鎌
倉
市
で
の
災
害
派

遣
に
つ
い
て
。現
在
、二
階
堂
地

域
で
部
隊
が
展
開
中
。基
本
、自

治
体（
鎌
倉
市
）か
ら
ニ
ー
ズ
を

聞
い
て
動
き
ま
す
。現
在
、市
か

ら
は
二
階
堂
だ
け
の
ニ
ー
ズ
で

す
。私
が
仮
想
L
O（
連
絡
員
）

と
な
り
ま
す
の
で
、支
援
が
必
要

な
場
所
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ

い
。但
し
、民
間
組
織
が
対
応
可

能
な
も
の
は
、そ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」、と
。
直
ぐ
に
複
数

の
方
か
ら
S
O
S
の
連
絡
が
あ

り
、そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
防

衛
省
に
伝
え
、防
衛
省
は
県
や
市

と
相
談
し
対
処
す
る
。こ
の
繰
り

返
し
が
続
い
て
い
た
最
中
、今
度

は
千
葉
県
の
方
々
か
ら
も
多
数

の
S
O
S
が
来
た
。そ
れ
ら
も
全

て
山
本
が
一
人
で
対
応
し
続
け

た
。そ
の
よ
う
な
時
に
、内
閣
改

造
で
13
日
に
再
び
防
衛
副
大
臣

に
認
証
さ
れ
、更
に
加
速
度
的
に

千
葉
県
の
被
災
者
か
ら
の

S
O
S
の
連
絡
が
増
え
て
い
っ

た
。S
N
S
な
の
で
外
部
の
人
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。あ
る
時
、

防
衛
省
を
担
当
し
て
い
る
記
者

が
山
本
に「
凄
い
で
す
け
ど
、流

石
に
一
人
で
捌
け
な
い
で
し
ょ
？

ス
タ
ッ
フ
に
担
当
さ
せ
た
ら
ど

う
で
す
か
？
」と
言
っ
て
き
た
ほ

ど
の
圧
倒
的
な
量
で
あ
っ
た
。た

だ
山
本
は
、自
身
の
事
務
処
理

能
力
が
ど
こ
ま
で
追
い
つ
く
の

か
不
安
も
感
じ
て
い
た
が
、自
分

の
判
断
で
勝
手
に
始
め
た
こ
と

を
ス
タ
ッ
フ
に
押
し
付
け
る
こ
と

は
出
来
な
い
、と
最
後
ま
で
一
人

で
や
り
切
っ
た
。

今
、求
め
ら
れ
る

防
衛
問
題
へ
の
政
策
通

周
り
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

相次ぐ台風被害に
山本発想の

災害派遣の新戦略

け
い

さ
か
の
ぼ

か
い

さ
ば

S
N
S
の
活
用
に
よ
る

 

新
た
な
災
害
対
策

1・2月号

vol.50
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
■米国ジョージタウン大学 客員研究員、
　その後、会社員を経て
■平成17年 衆院選 初当選
■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
■平成27年 オリンピック・パラリンピック大臣政務官 就任
■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成30年 自民党 国防部会長 就任
■令和元年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任

経歴

ぽれぽれ通信って何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。

令和元年（2020年） 1月6日発行 第50号
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※本誌は、隔月（1、3、5、7、9、11月）発行の機関誌です。バックナンバーについては上記事務所までご連絡ください。またHPにも掲載しております
　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 11年）
昭和50年(1975年)生まれ
44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市
・葉山町）

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
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東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
TEL:03-3508-7193 FAX:03-3508-3623

国会事務所

国会や防衛省を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく、楽しかった！」と大人気の見学ツアー
は無料で行っています。詳細は下記の事務所まで、お気軽にお電話ください。

国会・防衛省見学案内実施中！
分かりやすいと大人気！
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「
強
い
勢
力
を
保
ち
台
風
15
号
が

や
っ
て
来
ま
す
」、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。そ
れ

は
、9
月
9
日
に
上
陸
し
、千
葉
県

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
出
し

た
。月
曜
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
首
都

圏
で
は
、通
勤
通
学
時
に
大
き
な

混
乱
が
生
じ
た
の
で
、当
日
の
こ
と

を
ご
記
憶
の
読
者
も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
。こ
こ
神
奈
川
4
区（
横
浜
市

栄
区・
鎌
倉
市・
逗
子
市・
葉
山
町
）

も
被
害
に
遭
い
、特
に
鎌
倉
は
倒

木
と
土
砂
に
よ
る
道
路
の
寸
断
が

起
き
、停
電
と
孤
立
地
域
が
生
じ

た
。翌
10
日
に
は
自
衛
隊
の
先
遣

隊
を
派
遣
し
、現
場
の
被
害
状
況

の
確
認
、そ
し
て
11
日
に
は
本
隊

が
到
着
し
、倒
木
除
去
、道
路
啓
開

を
実
施
す
る
計
画
だ
っ
た
。こ
の

時
、山
本
は
自
民
党
の
国
防
部
会

長
と
し
て
与
党
の
安
全
保
障
政
策

の
責
任
者
を
務
め
て
お
り
、自
身

の
選
挙
区
内
の
こ
と
で
も
あ
り
、い

ち
早
い
情
報
の
提
供
も
被
災
者
に

は
心
の
支
え
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
、自
身
の
S
N
S
上
で
情
報
発

信
を
行
っ
た
。一
報
目
は「
停
電
の
続

い
て
い
る
鎌
倉
市
で
は
台
風
に
よ

る
倒
木
と
土
砂
の
影
響
で
停
電
の

復
旧
作
業
が
行
え
な
い
状
況
で
、

陸
自
第
31
普
通
科
連
隊（
武
山
）及

び
第
4
施
設
群（
座
間
）の
隊
員
4

名
、車
両
2
両
を
派
遣
し
、現
場
の

状
況
を
確
認
。明
日
、倒
木
と
土

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
開
始
す
る

予
定
」と
。二
報
目
は「
明
日
、5
時

代
よ
り
ヘ
リ
映
伝
を
用
い
て
、本

日
、地
上
か
ら
は
立
ち
入
り
不
能

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
状

況
把
握
予
定
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

7
時
30
分
頃
よ
り
陸
自
第
31
普
通

科
連
隊（
武
山
）、
第
4
施
設
群（
座

間
）の
計
約
1
0
0
名
に
て
作
業

開
始
予
定
」と
。こ
の
発
信
を
見
た

市
内
の
方
々
が
、「
自
衛
隊
が
助
け

に
来
て
く
れ
る
と
早
期
に
分
か
り

と
て
も
安
心
し
た
」と
、後
に
山
本

に
声
を
掛
け
て
頂
い
た
。因
み
に
、

過
去
遡
れ
る
昭
和
47
年
度
ま
で
記

録
を
確
認
し
た
が
、鎌
倉
市
に
自

衛
隊
を
投
入
し
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
、防

衛
副
大
臣
と
し
て
災
害
派
遣
の

指
揮
を
執
っ
た
経
験
か
ら
現
場

の
声
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
対
応

す
る
の
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

た
山
本
は
、鎌
倉
の
こ
と
だ
か
ら

自
身
が
先
頭
に
立
た
ね
ば
と
思

い
、S
N
S
上
に
下
記
の
情
報
を

発
信
し
た「
鎌
倉
市
で
の
災
害
派

遣
に
つ
い
て
。現
在
、二
階
堂
地

域
で
部
隊
が
展
開
中
。基
本
、自

治
体（
鎌
倉
市
）か
ら
ニ
ー
ズ
を

聞
い
て
動
き
ま
す
。現
在
、市
か

ら
は
二
階
堂
だ
け
の
ニ
ー
ズ
で

す
。私
が
仮
想
L
O（
連
絡
員
）

と
な
り
ま
す
の
で
、支
援
が
必
要

な
場
所
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ

い
。但
し
、民
間
組
織
が
対
応
可

能
な
も
の
は
、そ
の
限
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」、
と
。
直
ぐ
に
複
数

の
方
か
ら
S
O
S
の
連
絡
が
あ

り
、そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
防

衛
省
に
伝
え
、防
衛
省
は
県
や
市

と
相
談
し
対
処
す
る
。こ
の
繰
り

返
し
が
続
い
て
い
た
最
中
、今
度

は
千
葉
県
の
方
々
か
ら
も
多
数

の
S
O
S
が
来
た
。そ
れ
ら
も
全

て
山
本
が
一
人
で
対
応
し
続
け

た
。そ
の
よ
う
な
時
に
、内
閣
改

造
で
13
日
に
再
び
防
衛
副
大
臣

に
認
証
さ
れ
、更
に
加
速
度
的
に

千
葉
県
の
被
災
者
か
ら
の

S
O
S
の
連
絡
が
増
え
て
い
っ

た
。S
N
S
な
の
で
外
部
の
人
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。あ
る
時
、

防
衛
省
を
担
当
し
て
い
る
記
者

が
山
本
に「
凄
い
で
す
け
ど
、流

石
に
一
人
で
捌
け
な
い
で
し
ょ
？

ス
タ
ッ
フ
に
担
当
さ
せ
た
ら
ど

う
で
す
か
？
」と
言
っ
て
き
た
ほ

ど
の
圧
倒
的
な
量
で
あ
っ
た
。た

だ
山
本
は
、自
身
の
事
務
処
理

能
力
が
ど
こ
ま
で
追
い
つ
く
の

か
不
安
も
感
じ
て
い
た
が
、自
分

の
判
断
で
勝
手
に
始
め
た
こ
と

を
ス
タ
ッ
フ
に
押
し
付
け
る
こ
と

は
出
来
な
い
、と
最
後
ま
で
一
人

で
や
り
切
っ
た
。

今
、求
め
ら
れ
る

防
衛
問
題
へ
の
政
策
通

周
り
で
何
が
起
き
て

い
る
か
分
か
ら
な
い

相次ぐ台風被害に
山本発想の

災害派遣の新戦略

け
い

さ
か
の
ぼ

か
い

さ
ば

S
N
S
の
活
用
に
よ
る
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■関西大学 商学部 卒業
■京都大学 大学院 修士課程(法学)修了
■(財)松下政経塾 卒塾 (21期)
■米国ジョージタウン大学 客員研究員、
　その後、会社員を経て
■平成17年 衆院選 初当選
■平成26年 文部科学大臣政務官・復興大臣政務官 就任
■平成27年 オリンピック・パラリンピック大臣政務官 就任
■平成29年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任
■平成30年 自民党 国防部会長 就任
■令和元年 防衛副大臣・内閣府副大臣 就任

経歴

ぽれぽれ通信って 何？
「ぽれぽれ」は、ケニアの公用語
のスワヒリ語で「ゆっくり、ゆっく
り」という意。私は、ケニア・タン
ザニア米国大使館同時爆破テロ
の現場（ケニア）に居合わせたの
がきっかけで政治家を志しまし
た。

一度に全てを変えることは無理で
も、諦めず、ゆっくりでも少しずつ
でも政治を変えていきたい。そう
しなければこの国は良くならない
…。そしてその活動を皆様にお伝
えしていきたいという想いを込め
て、この冊子を作っています。

令和2年（2020年） 1月6日発行 第50号
【編集・発行】 山本ともひろ後援会ぽれぽれ通信制作委員会 鎌倉市大船1-6-6 3F TEL 0467-39-6933 FAX 0467-39-6943
※本誌は、隔月（1、3、5、7、9、11月）発行の機関誌です。バックナンバーについては上記事務所までご連絡ください。またHPにも掲載しております
　のでご覧ください。

自由民主党
衆議院議員（4期 11年）
昭和50年(1975年)生まれ44歳 鎌倉在住

神奈川4区（栄区・鎌倉市・　子市・葉山町）

山本ともひろ事務所リスト
神奈川県鎌倉市大船1-6-6 大久保ビル3F
TEL:0467-39-6933 FAX:0467-39-6943

本部事務所

東京都千代田区永田町2-1-2 第2議員会館 1110号室 
TEL:03-3508-7193 FAX:03-3508-3623

国会事務所

国会や防衛省を山本ともひろと一緒に見学してみませんか？
「政治が身近に感じられた」「分かりやすく、楽しかった！」と大人気の見学ツアー
は無料で行っています。詳細は下記の事務所まで、お気軽にお電話ください。

国会・防衛省見学案内実施中！
分かりやすいと大人気！

ぽれぽれ通信vol.50_表面　12月19日（木）入稿 天

地H１ H4
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「
強
い
勢
力
を
保
ち
台
風
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号
が

や
っ
て
来
ま
す
」、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

警
戒
を
呼
び
掛
け
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い
た
。そ
れ

は
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月
9
日
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上
陸
し
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葉
県
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中
心
に
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大
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曜
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と
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あ
り
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圏
で
は
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勤
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時
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大
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な

混
乱
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で
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日
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こ
と

を
ご
記
憶
の
読
者
も
多
い
こ
と
だ

ろ
う
。こ
こ
神
奈
川
4
区（
横
浜
市

栄
区・
鎌
倉
市・
逗
子
市・
葉
山
町
）

も
被
害
に
遭
い
、特
に
鎌
倉
は
倒

木
と
土
砂
に
よ
る
道
路
の
寸
断
が

起
き
、停
電
と
孤
立
地
域
が
生
じ

た
。翌
10
日
に
は
自
衛
隊
の
先
遣

隊
を
派
遣
し
、現
場
の
被
害
状
況

の
確
認
、そ
し
て
11
日
に
は
本
隊

が
到
着
し
、倒
木
除
去
、道
路
啓
開

を
実
施
す
る
計
画
だ
っ
た
。こ
の

時
、山
本
は
自
民
党
の
国
防
部
会

長
と
し
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与
党
の
安
全
保
障
政
策

の
責
任
者
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務
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お
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ち
早
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の
提
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被
災
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に
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の
支
え
に
な
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だ
ろ
う
と
考

え
、自
身
の
S
N
S
上
で
情
報
発

信
を
行
っ
た
。一
報
目
は「
停
電
の
続

い
て
い
る
鎌
倉
市
で
は
台
風
に
よ

る
倒
木
と
土
砂
の
影
響
で
停
電
の

復
旧
作
業
が
行
え
な
い
状
況
で
、

陸
自
第
31
普
通
科
連
隊（
武
山
）及

び
第
4
施
設
群（
座
間
）の
隊
員
4

名
、車
両
2
両
を
派
遣
し
、現
場
の

状
況
を
確
認
。明
日
、倒
木
と
土

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
開
始
す
る

予
定
」と
。二
報
目
は「
明
日
、5
時

代
よ
り
ヘ
リ
映
伝
を
用
い
て
、本

日
、地
上
か
ら
は
立
ち
入
り
不
能

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
状

況
把
握
予
定
。そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

7
時
30
分
頃
よ
り
陸
自
第
31
普
通

科
連
隊（
武
山
）、
第
4
施
設
群（
座

間
）の
計
約
1
0
0
名
に
て
作
業

開
始
予
定
」と
。こ
の
発
信
を
見
た

市
内
の
方
々
が
、「
自
衛
隊
が
助
け

に
来
て
く
れ
る
と
早
期
に
分
か
り

と
て
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安
心
し
た
」と
、後
に
山
本

に
声
を
掛
け
て
頂
い
た
。因
み
に
、

過
去
遡
れ
る
昭
和
47
年
度
ま
で
記

録
を
確
認
し
た
が
、鎌
倉
市
に
自

衛
隊
を
投
入
し
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
、防

衛
副
大
臣
と
し
て
災
害
派
遣
の

指
揮
を
執
っ
た
経
験
か
ら
現
場

の
声
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
対
応

す
る
の
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

た
山
本
は
、鎌
倉
の
こ
と
だ
か
ら

自
身
が
先
頭
に
立
た
ね
ば
と
思

い
、S
N
S
上
に
下
記
の
情
報
を

発
信
し
た「
鎌
倉
市
で
の
災
害
派

遣
に
つ
い
て
。現
在
、二
階
堂
地

域
で
部
隊
が
展
開
中
。基
本
、自

治
体（
鎌
倉
市
）か
ら
ニ
ー
ズ
を

聞
い
て
動
き
ま
す
。現
在
、市
か

ら
は
二
階
堂
だ
け
の
ニ
ー
ズ
で

す
。私
が
仮
想
L
O（
連
絡
員
）

と
な
り
ま
す
の
で
、支
援
が
必
要

な
場
所
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
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。但
し
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間
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織
が
対
応
可

能
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も
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は
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の
限
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あ
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せ
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と
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直
ぐ
に
複
数

の
方
か
ら
S
O
S
の
連
絡
が
あ

り
、そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
防

衛
省
に
伝
え
、防
衛
省
は
県
や
市

と
相
談
し
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処
す
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の
繰
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返
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中
、今
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葉
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多
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O
S
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も
全
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し
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造
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臣

に
認
証
さ
れ
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加
速
度
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に

千
葉
県
の
被
災
者
か
ら
の

S
O
S
の
連
絡
が
増
え
て
い
っ

た
。S
N
S
な
の
で
外
部
の
人
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。あ
る
時
、

防
衛
省
を
担
当
し
て
い
る
記
者

が
山
本
に「
凄
い
で
す
け
ど
、流

石
に
一
人
で
捌
け
な
い
で
し
ょ
？
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ど

う
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」と
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た
ほ

ど
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な
量
で
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た
。た

だ
山
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は
、自
身
の
事
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の
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。
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